
７．本時のねらいと展開 
 ３ 年 生 ４ 年 生 
 ・一人でかげおくりをするちいちゃんの、家族といっしょにいたいという願いを叙述に即して想像することができ
る。 

・一つの花をゆみ子に残して、何も言わずに行ってしまう父親の悲しみと願いを叙述に即して想像することができ

る。 
過

程 
学 習 活 動 教 師 の 指 導 援 助   教 師 の 指 導 援 助 学 習 活 動 
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○前時の学習から、ひとりぼっちになったちいちゃんの心細さを確かめる。 
 
○本時の学習課題を確認する 
課題：たった一人でかげおくりをするちいちゃんの気持ちを想像しよう。 

 
 
○本時の場面を音読する。 
・時、人物、場所、空の様子を確認する 
 
 
○課題に沿って一人読みをする 
◇ちいちやんの体のぐあいは、どうか。それはどんな言葉からわかるか。 
◇ちいちゃんは、どんな思いでかげおくりをしているのか、それは、どんな

言葉からわかるか。 
 
・ちいちゃんは、おなかがすいて死にそうだ。 
・ちいちゃんは、いしきがはっきりしない。 
・立つのもやっとなほど。 

→つかれと、空腹で体が弱っている。 
・つぶやきました←→ふってきました。 
・重なって聞こえだしました。重なってきました 
・たった一つのかげぼうしを 
      →青い空をみてかげおくりをしたことが浮かんだ 

→みんなに合いたいという思いがまぼろしを見させた 
・青い空にくっきりと白いかげが四つ 

→合いたいという気持ちが強い 
 
 
○書き込んだ意見を交流する 
 
 
 
 
・天国で家族と再会できたことについても考えを交流する。 
 

学習の足跡を示す。 
 
 
 
 
・前時の「くもり、暗い」

から「明るい、太陽」に

変化したことに着目さ

せる。 
 
・全文コピーにサイドラ

インを引き気持ちを書

き込む。 
 
 
 
・読み深めの手がかり 
「会話とその前後に着

目させる。」 
 
・１の場面とのちがいに

気づけば、認める。細か

い比較ばかり陥らない

ようにする。（ふってき

ました、きこえだしまし

たはおさえる） 
 
・前の意見を受けて話す

ようにしむける（○○さ

んの意見についてどう

ですか～） 
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学習の足跡を示す 
 
 
 
 
 
 
・この場面で初めて花が

出てきたことに着目させ

る。 
 
 
 
・Ｐ１０Ｌ１０～視写５

分間、それに読みとった

ことを書き込む 
 
 
・読み深めの手がかり 
「会話とその前後」＊―

（ダッシュ）何も言わず

にというのも何か心をあ

らわしている事に着目さ

せる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○前時の学習から、できることなら出征などしたくないという気持ちを確か

める。 
○本時の学習課題を確認する 
課題：一つの花を見つめながら何も言わずに行ってしまうお父さんの心

を読みとろう。 

 
○本時の場面を音読する 
・場所、人物、時、一つ、花について確認する 
 
 
 
 
 
○課題に沿って一人読みをする 
◇お父さんは、どんな気持ちや願いを持っているのか。それは、どの言葉か

らわかるか。 
◇コスモスに関しては、どう書かれているか、そこからどんな願いが伝わっ

てくるか。 
 
・ゆみ子にこれ以上ひもじい思いをさせたくない。 
・ぷいといなくなって・・→何かゆみ子を喜ばせる物はないか。 
・コスモスの花を見つけたのです。→いいものを見つけた、これなら

泣きやむかも・・。 
・それを見てにっこりすると→ゆみ子が笑ってくれてよかった、少し

は安心だ 
・何も言わずに→ゆみ子にたくさんの幸せをあげたいが、何もあげら

れない・・ 
・一つの花をみつめながら→この花のように美しい心、平和を愛する

心を持って・・ 
 

 
 
 
 
○書き込んだ意見を交流する 

ね
ら
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○まとめの音読をする（役割を分担して）。 
 
 
 
 
○今日わかったことを入れて、感想を文章にまとめる 
・体が視にそうなほど弱ったちいちゃんは、明るい光で、かげおくりを思い

だす。家族に会いたいという強くて、みんなの声が重なって聞こえた。天国

でみんなに合えたけど、家族みんなが死んでしまったのは、あまりにかわい

そうだ・・ 
 
 
○ふりかえりをする。 
・今日のがんばり（態度） 
・今日の深まり（内容） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
初めの考えと比べてど

こが深まったかを具体

的に言わせる 
教師の側からも深まり

を取り上げて評価する。 
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読むことでさらに父親の

気持ちを深く想像させた

い。 
 
  
 
 
 
 
 
 
初めの考えと比べてどこ

が深まったかを具体的に

言わせる 
教師の側からも深まりを

取り上げて評価する。 

・ 
 
○まとめの音読をする。 
 
読みとったことが表れるように工夫して音読する（速さ、声の大きさ、調子、

間） 
―（ダッシュ）の読み方に着目 
 
○今日わかったことを入れて感想を文章にまとめる。 
・お父さんは、ゆみ子に自分がいなくても、コスモスの花のように美しい心

の子になってほしいと願っていた。出征していった。もしかしてもう会えな

くなるかと思うと言葉が出なかったのではないか・・ 
 
 
○ふりかえりをする。 
・今日のがんばり（態度） 
・今日の深まり（内容） 

評
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＜読むこと＞ 
・ちいちゃんが衰弱して、意識朦朧ととした中で家族に会いたいという強い思いが、まぼろしのかげおくりに

なったことをつかんでいる。 
（ノート、発言） 
 

＜読むこと＞ 
・父親のコスモスにこめた願いを自分なりの根拠をもって表現している。 
 
（ノート、発言） 



 
 ３年生（黒板に向かって） ４年生（黒板に向かって） 

 Ｎ女 Ｓ男 Ｒ所 Ｋ男 ◎Ｙ女 Ｒ男 Ｙ女 Ｓ女 Ａ男 Ｋ女 Ａ女 
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進んで発表しよ

うとする。自分の

考えを相手に伝

えようと工夫し

て話す。 

進んで読みとっ

たことをカード

に書こうとして

いる。進んで発言

しようとしない

こともある。 
 

進んで学手に取

り組もうとする

が、問題の意図を

把握できないこ

ともあるので見

届けが必要であ

る。 

相手の意見を受

けて自分の意見

を言うことがで

きる。根拠もはっ

きり言うことが

でぉる 
 

学習の進め方を

理解指示を出す

ことができる。 

音読などは、みん

なといっしょに

やろうとするこ

ともある。少しず

つ、文章を視写す

ることができる

ようになってき

た。 

進んで読みとっ

たことを発表し

ようとしている。

じっくりと取り

組めないことも

ある。 

周りの子の意見

を聞いて自分の

考えを深め発言

することができ

る。自信が話し方

が、はっきりしな

くなることもあ

る。 

自分の考えは、持

てる。人物の心の

動きよりは、時代

背景などのほう

に感心が向く。 

書くことも、話す

こともすすんで

とりくむ。 

学習リーダー。進

め方は、理解して

いるが、 
自分の考えを分

かりやすく話す

ことができる。相

手の意見を受け

て話すことがで

きる。 
支

援 
・発言を意味づけ

たり、他の子に意

見を言わせたり

して話し合いを

活性化するよう

にしたい 

意図的指名で、生

か し て い き た

い。。 

まとめの中で生

かしたい。発言を

意味づけて他に

も広めたい。 

対話をしながら

線を引くところ

を見つけさせる

など配慮したい。 

事前に十分打ち

合わせをして授

業の進め方を掴

ませておきたい。 

保健相談員と連

携して、少しでも

授業に参加する

時間を増やした

い。 

キイワードをや

重要な語句の着

目させ正確に読

みとらせたい。 

事前に十分打ち

合わせをして授

業の進め方を掴

ませておきたい。 

友達との交流を

しむけたり、、重

要な語句に着目

させるようにす

る。 

極力、重要な部分

だけにしぼって

簡潔に書かせる

ようにしたい。 

まとめの中で価

値付けみんなに

広めたい。 

 


